
資料 2022-VU 作 1-8 
 

当面の検討課題について 

 

１ 次回委員会（10 月開催予定）までの検討課題 

作業班は、各周波数帯における提案システムの類型（案）を作成し、次回

委員会への中間報告を行うことを委員会より求められている。 

 

２ 検討課題の検討方法（案）について 

提案システムの類型（案）の検討については次のとおり実施する。 

(1) 各分類内において提案システムの類型を行うのに必要な項目を整理し、

８月上旬に開催予定の作業班会合において項目を決定する。項目につい

ては他のシステムとの電波の有効利用について比較が可能となるように

選定する。 

（項目例）：所要周波数帯域・電力、運用形態、社会的インパクト等 

(2) 各分類内において提案システムの類型化を図り、９月中旬に開催予定の

作業班会合へ代表者が報告する。 

(3) 代表者報告を基に作業班中間報告案を作成し９月下旬開催予定の作業班

において確定する。 


